
「主イエスはモーセにまさる」          2018 年 12 月 13 日 

ヘブライ人への手紙 3 章 1 節～6 節 だから、天の召しにあずかっている聖なる兄弟た 

ち、わたしたちが公に言い表している使者であり、大祭司であるイエスのことを考えなさ

い。モーセが神の家全体の中で忠実であったように、イエスは、御自身を立てた方に忠実

であられました。家を建てる人が家そのものよりも尊ばれるように、イエスはモーセより

大きな栄光を受けるにふさわしい者とされました。どんな家でもだれかが造るわけです。

万物を造られたのは神なのです。さて、モーセは将来語られるはずのことを証しするため

に、仕える者として神の家全体の中で忠実でしたが、キリストは御子として神の家を忠実

に治められるのです。もし確信と希望に満ちた誇りとを持ち続けるならば、わたしたちこ

そ神の家なのです。 

 

「著者」は「だから」と言って、1 章と 2 章で述べたことの結論としての勧めの言葉を 

書いている。天から召し出され、神に聖なる者とされた兄弟たちよ、私たちが公に言い表

している使者であり、大祭司である主イエスを仰視しなさい。主イエスは「使者」であり、

「大祭司」であると言っている。「使者」とは「使徒」のことで、神からこの世に遣わさ

れたという意味である。主イエスを「使者」と表現するのは珍しいが、神から遣わされた

ことには間違いない。また、大祭司は、年に一度、至聖所に入り、いけにえの動物の血を

献げて、自分と民の罪の赦しを求めるが、主イエスはただ一度だけ、御自分の体を神に献

げ、人間の罪を贖う「大祭司」となってくださった。ヘブライ書の基本的な神学である。 

 モーセは神の家全体の中で、神の家の一人として、家に忠実であった。出エジプトさせ

たイスラエルの民に忠実を尽くした。主イエスは、家を造られ、ご自分を家主として立て

た神に対して忠実であられた。人々の弱さを御自分のものとして負われ、癒しと平安を与

え、神の栄光を現わされた。「家を建てる人が家そのものよりも尊ばれる」というのは、

古代思想の常識であったらしい。神の家に忠実であったモーセよりも、家を建てた主イエ

スの方が尊ばれる。主イエスが建てた家は、キリスト者が集う教会である。教会は、イエ

スを主キリストと崇め、代々に渡って、神の栄光を褒め称える群れである。 

モーセは、ホレブの山で神と語り合い、民衆は栄光に満ちたモーセの顔を見ることがで

きず、顔を覆ったが、その栄光は一時的なものであったのに対し、主イエスの栄光は、消

え去ることのない永遠の栄光である。「著者」は、「イエスはモーセより大きな栄光を受

けるにふさわしい者とされました」と注解している。 

 どんな家でも誰かが作る訳であるが、万物を造られたのは神である。万物を造られた神

から遣わされた大祭司イエスの人間の罪を贖う栄光は、モーセを遥かに凌駕している。 

 「著者」は「さて」と言い、主イエスがモーセに勝る二つ目の証明を語る。「モーセは

将来語られるはずのことを証しするため」とは、モーセはその後の時代に語られる全てを

証言したが、究極的にはキリストに関する預言をしたのである。モーセは、仕える者とし

て神の家「イスラエル」に忠実であったが、御子キリストは、神の子として、新しい契約

の民の神の家「教会」を、永遠に忠実に治められる。「もし確信と希望に満ちた誇りとを

持ち続けるならば」、キリストを信じ、再臨の日に与えられる全き救いを待ち望み、神の

計画と約束を信頼する誇りを持ち続けるならば、私たちこそが、主イエスを頭とする教会、

神の家なのであり、主イエスは、モーセに勝る働きをした栄光ある御子なのである。 


